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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イ セ エ ビ類 の プ エ ル ル ス 期 とタ ラバ ガ ニ 類 の グ
゜ コ トエ 期は・曙 附雕 の meme変化お よ び中腸腺の 纖 黝 観察に よ り鰕 躙 で あ る ・ とを初 め て 確認 した ． 。
の発見が こ れ らの 変鯉 の 前段 陶 姓 鵬 の 重 甦 を示 唆 し ま拗 生の 沿岸 回 帰の顯 ｝。新た な視点を与 え，。
の 方面 の 研究 に 重要 な貢献 を した 。

こ 魄 「イ セ 叱 ゜ ブス タ噂 の ＋脚甲穀類 の物 学 と資瀦 理 」，「鮪 壁 の 轢 と応用躙 す る樋 国 際
会議」 の 主催 ・ および 「Spi・y　L・b・… Manag ・m ・n ・」や 厂エ ビ ・カ ニ 類 の糠 殖

一
基酬 学 と生産賄 」囓 著者

と して の籬 的活動 は・H 本の 水産物 研究水準 の高さ 紲 界 ・ 知 ら しめ 磋 とな 。 た謂 本水産学会 に お い て は，

橘高＝ 郎 氏 は 鯨 大 学群 部水産学科卒業後・嚇 元備 士 の 下 で ク ル マ エ 曦 勅 研究 に 勘 。 て 以来A 日ま
での 5°年間 を轆 ＋脚甲飆 の 発生・形態准 理准 齢 の 生物学的蠑 研究 な らび に 幼生鮪 鮪 生産 の 技
黼 発 に お い 磯 多の 腰 醗 見誠 果 を あげ られ た ・ そ の 講 蜘 識 と経験轡 ・ 驍 さ れ た ． 栃 鍼 果 は 日本
の み な らず世 界 で 認 め られ ・ 舶 の エ ビ飜 鱸 の 韈 と して 大 きな貢 献 を して い る ． その 研究活動 を大別 す る と，
以下 の 3 つ に要約 され る 。

La ル マ エ ビ 鋤 生 飼敵 関す る研究 クル マ エ ビ がゾエ ア ・ミ シ ス ・ ポス トラ
ー

・wane ．生財 る過程 で
必 要 とす る餌料物 （珪顯 ・コ ペ ポー

鱒 の プ ラ ン ク トソ 洛 毛 類 ・二 櫨 等の 底翻 物）を 渥 外 ま た は そ れ に

準 ず る滌 件下で 鯖 榊 に順次繁殖 させ ・ま た デ トリ タ ス 曙 積 を 図るととも に幼生および後黝 生 と鮒 生 物 と
の 間に 生緜 を 嚮 しな が ら ・ ・レマ エ ビの 幼生を鮪 す る方法は謂 盤 産 と躓 浄イ匕輛 に着目 した解 的姓 態
紡 式 に よ る鸛 の 大盤 産斌 と して 確立され・・ れ が 今 日の 鮹 ・蝋 黻 で の ク、レマ エ ビ糠 殖 の鑠 賄 と
な ・ て い る ・ また 後の ゜ ブ ス タ ー イ セ 叱 タ ラ バ ガ ニ 類の 幼 生鯖 に も応用 さ れ ， C れ らの 鮪 生産 方 灘 立 に

大きな貢献 をした。

2・イ セ エ ビ類の 銑 生駛 礪 する研究 イ セ エ ビ 類 孵 灘 の フ ・ ・ Y 一マ を 人工 条件下 で鮪 して 遊泳
齣 プ エ ル ル ス 嘆 態させる ・ とは長梱 難 とさ れ て い た が ， ナ ン ノ ク ・ ・ プシ ス を鱶 して い る 水槽中 で ム ラサ キ
イ ガ イ を 餌 と して 投与す る ・ とに よ り・フ ・ ・ ゾ

ー
マ をプ エ ル ル ス 1・ 人工 的に 変態 さ せ る ・ と に 成 功 した．。 れ は 幼

生 飼育槽 の頗 管理 に 黼 顯 の 生態的嫐 を効黝 1・利 肌 た醐 的方法 で あ る ． ・ の 発見力Sミナ ミ イセ エ 嘱 の
完全鮪 鹹 功させ・H 本産イ セ エ ビ の魏 蹄 発展の 基 とな ・ た 。 こ 鍼 果 は，イ セ エ ビ 類で 鉾 硼 の ま まで 海
洋生物学 上 の 謎 と さ れ て きた フ ・ ・ ゾーマ か らプエ ル ・レス へ の 変關 程 を 鰥 で初 め 硼 らか ｝・す る と と もに 溷 外
の ゜ ブ ス ター’イ セ エ ビ類 の 幼生鯖 に鯛 され・そ の 着想 と技 術 的額 性鵬 く評価され て い る。
　3．イ セ エ ビ類，タ ラ バ ガ ニ 類 の 生態 と幼生飼育 に関する研究

平成 3 年の 秋季大会委員長 ， シ ン ポジ ウム 企画立案に携わ り，本 学 会 の 発展に 尽力 した 。

（北里大 ・水 産　小河久朗）
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